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2026年 12月期第３四半期連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

  当社は、2026年７月 29日に公表いたしました 2026年 12月期第３四半期（2026年１月１日～

2026年９月 30日）の連結業績予想と実績を比較し、下記の通り差異が生じましたので、お知らせ

いたします。 

記 

 

１．2026年 12月期第３四半期（2026年１月１日～2026年９月 30日）の連結業績予想と実績の

差異 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期 

純利益 

百万円 円 銭 

予想値（Ａ） 11,351 1,012 682 622 13.34 

実績値（Ｂ） 11,167 1,289 1,023 901 19.32 

増減額（Ｂ－Ａ） △183 276 341 279 ― 

増減率（ ％ ） △1.6% 27.4% 50.0% 44.8% ― 
（参考）前年同期実績 

(2025年 12月期第３四半期) 12,639 2,098 1,486 1,174 25.17 

 

２．差異の理由 

2026 年７月 29 日に公表いたしました 2026 年 12 月期第３四半期連結業績予想と実績値との差

異につきまして、その主な要因は以下の通りです。 

売上高は、2026年６月９日に配信を開始した『イナズマイレブン クロス』の好調な初動を踏ま

えた見込みとしておりましたが、予想値をやや下回る結果となりました。利益面では、売上高未

達に伴うロイヤリティやプラットフォーム手数料が減少したことに加え、広告宣伝費や外部決済

比率の上昇に伴うプラットフォーム手数料の抑制などが寄与し、営業利益、経常利益、親会社株

主に帰属する四半期純利益のいずれも予想を上回る着地となりました。 

 

これらの結果、売上高は 183百万円減、営業利益は 276百万円増、経常利益は 341百万円増、

親会社株主に帰属する四半期純利益は 279百万円増となりました。 


